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１０７

の８～29
本野外実験中止の申入書
写し
2005.9.
パスチャライズ牛乳を広める兵庫連絡会

市民ネットワーク　北海道

島根県　まいにち生協

愛知県　生活クラブ生協

札幌市　小川光子

中部よつ葉会

反GMイネ生産者ネット

グリーンコープ生協　おおさか

グリーンコープ生協　ひょうご

グリーンコープ生協　おかやま

グリーンコープ生協　ｸﾛｰｳﾞｧ

グリーンコープ生協　ひろしま

グリーンコープやまぐち生協

グリーンコープ生協　ふくおか

グリーンコープ生協（長崎）

グリーンコープ生協　さが

グリーンコープ生協　くまもと

グリーンコープ生協　おおいた

グリーンコープ生協　かごしま

グリーンコープ生協　みやざき

生協連合会グリーンコープ連合　　

共同購入会あしの会
　債務者の本野外実験に反対し、中止を求める声が全国の消費者の間に広がっている事実。




１１７
要望書
原本
2005.9.19
茨城大学農学部　教授　

太田　寛行
本野外実験の中止を求める仮処分申立てが却下されたことに対して、ディフェンシン耐性菌に関する原審の判断に種々の疑問点があること。




１１８


論説「抗菌ペプチドの組換え植物栽培にNo!」（独立科学者委員会のホームページ掲載）
写し
2005.9.15


英国NPO「社会科学研究所」所長(分子生物学) Mae-Wan Ho

カナダ、西オンタリオ大学名誉教授（遺伝学）

Joe Cummins
本野外実験においてディフェンシン耐性菌が出現する可能性があり、その重大な危険性を警告した金川貴博博士（疎甲１９、80、91の作成者）の見解に賛同し、本野外実験の中止に求める論説を独立科学者委員会[ISP]のHPに表明。


訳文添付

１１９
電子メール
写し
2005.9.14
英国食品倫理委員会　執行役員

Tom MacMillan
本野外実験においてディフェンシン耐性菌が出現する可能性があり、その重大な危険性を警告した金川貴博博士（疎甲１９、80、91の作成者）の見解を読み、本野外実験の中止の要求に賛同。


訳文添付

１２０
電子メール
写し
2005.9.17


スコットランドのRowett研究所の元上級研究員

Arpad Pusztai
本野外実験においてディフェンシン耐性菌が出現する可能性があり、その重大な危険性を警告した金川貴博博士（疎甲１９、80、91の作成者）の見解を読み、本野外実験の中止の要求に賛同。


訳文添付

１２１
電子メール
写し
2005.9.15


米国カリフォルニア大学準教授（微生物生態学）

Ignacio Chapela
本野外実験においてディフェンシン耐性菌が出現する可能性があり、その重大な危険性を警告した金川貴博博士（疎甲１９、80、91の作成者）の見解に賛同し、日本の当局が本野外実験の中止することを強く希望する旨を表明。

訳文添付

１２２
プレスリリース

本野外実験の第１回目の「田植え作業の公開について」
写し
2005.5.27


債務者
本野外実験のひとつとして、「葉いもち耐病性の検定」用の本GMイネは、７月下旬に刈り取り予定（実際は８月１日に刈り取った）であること、そのため、その後、そこから二番穂が予想されたこと。


準備書面(11)６頁で引用

１２３
NHKクローズアップ現代「食の安全をどう伝えるか」
写し
2005.8.29


日本放送協会
本年８月12日、わが国の食品安全委員会が、予防原則に基づいて、「魚介類等に含まれるメチル水銀に関する食品健康影響評価について」、２年前の基準より厳しい基準を明らかにしたこと、
このように、食品安全に関する行政の現場では、予防原則が既に使われている事実。


ＤＶＤ

以　上
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